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はじめに 





















































































stellung meines Systems der Philosophie)』(1801)における「思惟するものが捨象されること
、、、、、、、、、、、、、、






Indifferenz des Subjektiven und Objektiven)」とも呼ばれている。この『私の哲学体系の叙述』
もまさにその表題通り、シェリングが彼固有の哲学を叙述しようとした最初の試みであった。
ただし、その「絶対理性」に立つ哲学の立場からは「差別(Differenz)」の根拠に関する問いは
















哲学的研究(Philosophische Untersuchungen über das Wesen der menschlichen Freiheit und 



























































































































割り切れない剰余(der nie aufgehende Rest)」（Ⅶ.360）や「一切の有限な生命に附着する悲哀













アランゲン講義(Erlanger Vorträge in den Jahren 1821-1825)』5の一つである『学としての哲学

































グはこの問いを「いかにして我々はかの永遠なる自由を体得できるのか(Wie können wir jene 









中にいるのであって、時のなかにいるのではない(mitten in der Zeit nicht in der Zeit)」。   
b)かつて「原初」であり、「力」であり、「一切のものの絶対的中心」であったという「暗い






























































































第 2 部【「哲学と宗教―シェリング Weltalter を基盤として」シンポジウム】 
90 
４ 積極哲学の提唱 ～神智主義と哲学～ 






























































性(Ueber=Gottheit)」(N.16)、「何ものも意欲しない意志(der Wille, der nichts will.)」あるいは
「無にして一切」(N.15)である等の様々な言及がなされているが、結局そのような「根源存在
者」が「現在」へと歩み出す学的必然性が見出されないのである。そこで「学の沈黙」という









































                                                                 
1 Hegel, G.W.F.,Vorlesungen über die Geschichte der PhilosophieⅢ, Suhrkamp Verlag, 1971, Werke 20, S.422 
2 Schelling,F.W.J.; Darstellung des philosophischen Empirismus. Scellings Werke, Nach der Orignalausgabe 
in neuer Anordnung herausgegeben von Manfred Schröter, Fünfter Hauptband, 1965 
なお、引用はシュレーター版に付記された K.F.A.シェリングによって編纂された 1856年の原版の巻数（ロ
ーマ数字）および頁数に拠って表記する。 
3  Schelling,F.W.J.; Die Weltalter,Fragmente,In denUrfassungen von 1811 und 1813 herausgegeben von 
Manfred Schröter, Nachlaßband,1966 
  シェリングの『世界時代』には三つの草稿がある。第一草稿（1811 年）および第二草稿（1813 年）
はシュレーターによって整理出版された上記の遺稿版(以下の引用は N.と略す)へ、また第三草稿（1814
年あるいは 1815年）は彼によって編纂された全集版の第四巻に収められている。 












きると思う。（Über das Wesen der menschlichen Freiheit, Philipp Reclam, Einleitung von Horst Fhurmans
参照。） 
